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プログラム名：学術知共創プログラム 

研究テーマ名：「重層的アクターの協調を生み出す気候変動ガバナンスの構築－低炭素水素事業に着

目して」 

実 施 機 関：国立大学法人東海国立大学機構 

 

１．業務の実施日程 

２．研究項目 
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６
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８
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９
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10
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12

月 

１

月 

２

月 

３

月 

全体研究会の開催（1G, 2G, 

3G, 4G, 5G） 

 

            

1G（国際政治）拡大会合 
            

5G（水素技術）拡大会合 
            

国際シンポジウム「ネッ

ト・ゼロに向けたクリーン

水素の技術的・社会的課

題」開催 

            

気候変動、CC(U)S技術、

低炭素水素技術をめぐる国

際会議の動向調査・国家間

競争／対立の生じている論

点整理の文脈から見た国際

会議と主要国の国内政策レ

ビュー（1G, 2G, 3G, 4G, 

5G） 

 

            

エネルギー産業・低炭素水

素事業に関する投資動向・

戦略、および、企業とステ

ークホルダーの意識や行動

の調査（2G, 4G） 

 

            



 

気候変動関連紛争事案の収

集、事案の類型整理（3G） 

            

水素技術関連調査（5G） 
            

 

２．業務実績の説明 

① 会議開催関係 

(1) 全体研究会を7月及び3月に開催した。第１回全体研究会（7月）においては、各国の水素戦

略調査を全グループが参加して行うことを決定した。第２回全体研究会（3月）においては、

本の出版に向けたコンセプト、タイトル、章の構成等を中心に議論した。 

(2) 1G拡大会合を11月に開催し、分担者の田村堅太郎IGES上席研究員が気候変動ガバナンスに

つき発表を行った。 

(3) 5G拡大会合を1月に開催し、分担者の町田洋名古屋大学准教授が「水素製造・圧縮・輸送技

術：炭素集約度に着目して」につき発表を行った。 

(4) 3月に、名古屋大学・オンラインのハイブリッド形式で、国際シンポジウム「ネット・ゼロに

向けたクリーン水素の技術的・社会的課題」を開催した（ https://www.nagoya-

u.ac.jp/event/upload/c009480a86ec71335a6bf0ff94e45b35.pdf）。本研究プロジェクトの代表

者・分担者に加え、Patricia LUIS教授（Université catholique de Louvain）等外部からも講演

者を迎え、クリーン水素が次世代エネルギーとして持続可能に発展していくために克服すべ

き技術的および社会的課題を、日本、欧州、豪州の専門家が文理横断的に検討した。研究機

関、官公庁、民間企業等から合計200名近い参加を得た。 

② 気候変動、CC(U)S技術、低炭素水素技術をめぐる国際会議の動向調査・国家間競争／対立の

生じている論点整理の文脈から見た国際会議と主要国の国内政策レビュー 

(1) 各国の水素戦略文書等を中心とする文献調査を行った。 

(2) 戦略調査準備のための会合を計３回開催し、インタビューの枠組み、インタビュー質問の決

定等、令和6年度に行うインタビュー調査の準備を整えた。 

③ エネルギー産業・低炭素水素事業に関する投資動向・戦略、および、企業とステークホルダー

の意識や行動の調査 

(1) 既存研究サーベイとして、脱炭素化、気候変動、水素エネルギー、CCS、水素サプライチェ

ーン等に関する企業経営分野の関連研究のサーベイ、グリーンサプライチェーン・マネジメ

ント、インダストリアルエコロジーの領域で、気候変動、エネルギー、水素等に関する関連

研究のサーベイ、文献検索から核となる分析概念の抽出・検討を行った。 

(2) 日本における水素エネルギー開発の変遷：日経産業新聞を用いたテキスト分析を行った。 

(3) 中国企業の ESG 情報開示の影響要因に関する実証研究を行った。 

(4) 水素サプライチェーンに関わる技術の整理および日本の実証事業の課題の検討を行った。 

(5) 日本企業へのインタビュー調査：株式会社福井製作所及び明治電機工業株式会社を訪問しイ

ンタビューを行った。 

④ 気候変動関連紛争事案の収集、事案の類型整理 

(1) Climate Change Litigation Database (https://climatecasechart.com/)に登録されている気候

https://climatecasechart.com/


 

変動関連訴訟（国内裁判所の事案に加え、国際人権裁判所、国際投資仲裁等国際紛争事案等

を含む）につき、当事者、請求の種類、判断の内容、コスト、等の分類項目をGoogle Form

のアンケート方式で作成し、リサーチ・アシスタントを雇用して網羅的に整理した。 

(2) 3月末までに、1,500件以上の事案につきデータベースを作成した。 

⑤ 水素の製造、圧縮、輸送に関する調査 

(1) 水素の製造、圧縮、輸送に関する調査 

・水素の種類：ブルー水素、グリーン水素 

・水素製造方式：改質法、電解法等 

・今後の大容量・低コスト：圧縮、輸送技術動向 

(2) 上記に関して普及および開発が進んでいる技術及び開発を主導しているキーとなる企業 

・先端技術及び団体 

・水素生産量、シェア、コスト状況 

(3) 開発の課題 

・水素製造：生産量、低コスト化等 

・圧縮/輸送：液化水素の超低温及び断熱化等 

・安全性、コスト効率の高さ等 

 

【研究成果の発表状況等】（責任機関（研究代表者）のみ記載） 

2024.3.15 国際シンポジウム「ネット・ゼロに向けたクリーン水素の技術的・社会的課題」（名古屋

大学野依学術祈念交流館・オンライン） 

 

論文 

Tomoko ISHIKAWA, ‘Counterclaims based on Corporate Climate Change Responsibility: Challenges 

and Prospects’ (2023) Transnational Dispute Management (Maris BV) 

 

研究発表 

2024.3.08 Tomoko Ishikawa,‘The ‘UNFCCC’ Model as a model for the Multilateral Instrument on 

ISDS Reform’ 国連国際商取引法委員会7th intersessional meeting of UNCITRAL Working Group III 

2024.1.18  Tomoko Ishikawa, ‘Multilateral Legal Frameworks to Address Climate Change: 

Implementation Challenges and Responses’ 国際法協会(ILA)イタリア支部ILA Italy Environmental 

Transition Series January-March 2024 

2023.7.13  Tomoko ISHIKAWA, ‘Counterclaims based on Corporate Climate Change Responsibility: 

Challenges and Prospects’ 国連国際商取引法委員会気候変動及び国際貿易法会議 （オーストリ

ア・ウィーン） 


